
令和７年1月1日～12月3日

マリンレジャーに伴う人身事故発生状況について(速報値)

人身事故 １０７人(2９人)

県内在住者     32人 (  3人)
日本人観光客     57人 (20人)
外国人観光客  18人 (  6人)

            前年比 －2人 (+3)

活動別

事故内容別

溺水
帰還
不能

負傷 病気

スノーケリング中 37(21)
33
(20)

1 1
2 

(1)

遊泳中 17 (3)
9
(3)

5 3

ダイビング中 19 (4)
16
(4)

3

トーイング遊具中     9 9

SUP中   9 9

釣り中   ５ 5

その他 11（1）
1

(1)
1 8 1

合計 107(29)
59

(28)
21 21

6
(1)

（ ）内は死者・行方不明者数

外国人観光客,18人, 17%

日本人観光客, 57人, 53%

県内在住者, 32人, 30%

〔 〕内は令和6年同時期の事故者数

107人
〔109人〕

R7.1.1～12.3

外国人観光客による事故者数

〔24人,22％〕
〔34人,31%〕

〔51人,47%〕

（ ）内は死者・行方不明者数



マリンレジャーに伴う人身事故発生状況について(速報値)

（ ）内は死者・行方不明者数

令和6年累計

令和7年累計

凡例

〔人〕 累計〔人〕



令和6年累計

令和7年累計

凡例

外国人観光客によるマリンレジャーに伴う人身事故発生状況について(速報値)

（ ）内は死者・行方不明者数

〔人〕 累計〔人〕



JAPAN COAST GUARD

夏の美ら海安全キャンペーン期間中における
マリンレジャーに伴う人身事故発生状況

第十一管区海上保安本部
交通安全対策課

（速報値）



実施期間：令和７年７月１日（火）～ １０月３１日（金）４ヶ月間

内 容：マリンレジャーに伴う人身事故が増加する時期に、事故多発

マップ等を活用した海難防止活動や関係機関団体等と連携し

た安全対策など、効果的な活動を効率的に推進することによ

り事故の減少を図る。

重点事項：ライフジャケット着用の推進、外国人観光客への安全啓発の強化

マリンレジャーに伴う人身事故の未然防止に係る取組み

夏の美ら海安全キャンペーン

那覇空港合同安全啓発活動 合同パトロール

一日名護海上保安署長任命式

離島フェリー船内アナウンス

報道関係者離岸流体験 ラジオ出演
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3

3

スノーケリング中, 

19人, 31%

遊泳中, 13人, 

21%

ダイビング中, 10人, 16%

SUP中, 8人, 13%

トーイング遊具中, 

7人, 11%

その他, 5人, 8%

②【活動内容別】令和7年（ 7/1～10/31 ）①【年別】マリンレジャーに伴う人身事故発生状況（ 7/1～10/31 ）

単位：人

① 令和7年の事故者は62人で昨年比2人減少し、死者・行方不明者は16人で昨年比1人減少した。

 外国人観光客の事故者は10人で昨年比10人減少した。

② 活動内容別でみると、スノーケリング中・遊泳中で全体の52％を占めた。
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県内在住者 日本人観光客

外国人観光客 死者・行方不明者

遊泳中
13人,21%

スノーケリング中

19人,31%

32人
(52％)

62人
R7.7.1～10.31

■死者・行方不明者

キャンペーン期間中におけるマリンレジャーに伴う人身事故発生状況



非着用, 31人, 

97%

着用, 1人, 3%

13

■死者・行方不明者

スノーケリング中
遊泳中

32人

非着用
31人,97%

【ライフジャケット】令和7年（7/1～10/31） 事故事例

キャンペーン期間中におけるマリンレジャーに伴う人身事故発生状況

・スノーケリング中・遊泳中における事故者32人のうち、97％がライフジャケット非着用であった。

・スノーケリング中・遊泳中における死者・行方不明者13人すべてがライフジャケット非着用であった。

日 時   : 令和７年９月２７日午後０時３０分頃
場 所   : 本部町備瀬崎
事  故  者Ａ:５０代男性（死亡）
事  故  者Ｂ:５０代女性（帰還不能）
活動内容  ：スノーケリング中（ライフジャケット非着用）

①事故者Ａと事故者Ｂは備瀬崎海岸から備瀬崎灯台のある

離れ小島までスノーケリングを開始。

②スノーケリング中、事故者Ｂが沖合に流され、事故者Ａ

が救助。

③救助後、事故者Ａはリーフ上で意識消失したことから、

緊急搬送されたが、搬送先の病院で死亡が確認された。

備瀬崎
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1

スノーケリング中, 

10人, 50%

ダイビング中, 

5人, 25%

遊泳中, 

5人, 25%

その他, 7

その他, 4

中国籍, 6

中国籍, 3

韓国籍, 7

韓国籍, 3
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① マリンレジャーに伴う人身事故発生状況
（7/1～10/31）

② 外国人観光客の活動内容別
（7/1～10/31）

単位：人

■ 死者・行方不明者

昨年比2分の1まで減少

① 外国人観光客の事故者は10人で昨年比10人減少した。

 国籍別で見ると、韓国籍・中国籍・その他の事故者すべてにおいて減少した。

② 活動内容別に見るとスノーケリング中の事故が最も多く、次いでダイビング中・遊泳中であった。

 死者・行方不明者は昨年比5人減少した。

キャンペーン期間中におけるマリンレジャーに伴う人身事故発生状況

R6

20人

1

1

スノーケリング中, 

5人, 50%

ダイビング中 ,

3人, 30%

遊泳中,

2人, 20%

R7

10人



沖縄本島

久米島 慶良間諸島

宮古島

多良間島

与那国島

石垣島

宮古列島

西表島

八重山列島

伊良部島
下地島

R6の人身事故発生場所

R7の人身事故発生場所
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16人（4人）
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4人（0人）

（ ）内は死者・行方不明者数
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R6 R7

スノーケリング中 5人(4人) 0人

遊泳中 2人（0） 1人(0人)

R6 R7

スノーケリング中 1人(0人) 0人

遊泳中 1人(0人) 0人

ダイビング中 1人(0人) 1人(0人)

R6 R7

スノーケリング中 0人 2人(1人)

R6 R7

スノーケリング中 4人(2人) 3人(0人)

遊泳中 2人(0人) 1人(0人)

ダイビング中 4人(1人) 2人(1人)

【場所別】マリンレジャーに伴う外国人観光客事故発生場所 R6、R7（7/1~10/31）(速報値)



スノーケリング中, 

11人, 50%

遊泳中, 4人, 18%

ダイビング中 , 3人, 14%

その他, 4人, 18%
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50歳未満 50歳以上

① 5年間におけるマリンレジャーに伴う
人身事故発生状況（7/1～10/31）

② 令和7年における50歳以上の
活動内容別（7/1～10/31）

22人

単位：人

■ 死者・行方不明者

キャンペーン期間中におけるマリンレジャーに伴う人身事故発生状況

① 令和7年における50歳以上の事故者は22人であり、事故者全体の35％を占めている。

② 活動内容別に見るとスノーケリング中の事故が最も多く、全体の50％を占めている。
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